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　本県では、琵琶湖などの公共用水域における水質【※１】や大気汚染【※２】の状況を監視するとともに、そのデータを活
用した解析など、科学的な根拠に基づく施策の実施等につながる調査研究に取り組んでいます。
【※1】 第1章 P12～P21 に記載  【※2】 第４章 P45～P48 に記載 

　本県では、琵琶湖の環境保全に係る取組を、経済発展に伴い環境汚染が懸念されるアジア諸国等に発信するととも
に、行政施策や技術面などで協力し、水環境ビジネスの発展につなげています。また、世界湖沼会議や世界水フォー
ラム等への参画を通して、世界の湖沼環境問題解決にも貢献しています。 

調査・研究の推進と成果の活用　　　　　　　　
 琵琶湖環境研究推進機構 ＜環境政策課＞

　琵琶湖の課題は、水質や生態系などの事象が影響し
合って複雑化・多様化しており、各分野の連携による総
合的な解決を図ることが重要です。
　機構では、４つの行政部局と８つの試験研究機関を中
心に関係機関が連携し、政策提言を目指して課題解決に
向けた研究を進めています。現在は「在来魚介類のにぎ
わい復活に向けた研究」をテーマに、平成28年度まで
行った調査研究の知見を踏まえ、平成29年度からは具
体的な施策につなげるため、「沿岸域環境」「流域環
境」「物質循環」を柱として、住民の方と連携しなが
ら、より実証的な研究に取り組んでいます。
　また、オオバナミズキンバイの適切な管理に向け、滋
賀県立大学等との関係機関と情報共有を行っています。
　さらに、平成３０年度からは下水処理水が琵琶湖に生
息する魚類に及ぼす影響を確認するため、下水処理水を
用いた魚類飼育試験に取り組んでいます。

◆「在来魚介類のにぎわい復活に向けた研究」の全体概要　　

 琵琶湖環境科学研究センター
＜琵琶湖環境科学研究センター＞

　琵琶湖環境科学研究センターは、琵琶湖と滋賀の環境
が直面する環境問題に対して、科学的側面から課題解決
を図るため、未知の現象を解明し、研究成果を総合的に
解析して、政策提言などを行います。
　また、社会への知見還元や、県民の環境保全活動に対
する科学技術的支援により、地域への貢献を図るととも
に、調査研究分野での国際貢献を視野に、国際交流にも
努めています。
　令和２年度からは、第六期中期計画に基づき、「琵琶
湖をとりまく環境の保全再生と自然の恵みの活用」「環
境リスク低減による安全・安心の確保」、「気候変動に
適応した豊かさを実感できる持続可能な社会の構築」に
向けて試験研究を推進しています。

琵琶湖環境科学研究センター 分析機器を用いた水質測定

■試験研究の推進内容 
・公共用水域・生物環境・大気環境・水土壌環境の

モニタリングを行い、環境の変化や新たな課題の
発見に努めています。

・北湖の底層 DO や琵琶湖・瀬田川のプランクト
ン、光化学オキシダント等の大気汚染物質、化学物
質の詳細把握に関する調査解析を実施しています。

・琵琶湖環境研究推進機構で取り組んでいる「在来
魚介類のにぎわい復活に向けた研究」をはじめ、
適切な森林の保全管理や気候変動に対応する豊か
さを実感できる持続可能社会のあり方などについ
て、研究を推進しています。

・琵琶湖の健全な水環境保全に向けた総合的湖沼環
境評価と改善手法に関する研究を国立環境研究
所・琵琶湖分室と共同で実施しています。 

◆WEB　https://www.lberi.jp/

 琵琶湖博物館 ＜琵琶湖博物館＞ 
　琵琶湖博物館では、３つの研究領域について、総合
研究、共同研究、専門研究などの研究プロジェクトを
組み合わせて研究活動を行っています。この研究活動
は、博物館の活動基盤であり、その成果は博物館の展
示、交流、情報発信活動に広く活かされています。ま
た、琵琶湖地域の自然、歴史、暮らしの研究・調査を
総合的に進めながら、地域の人々が調査活動に参加し
たり、あるいは研究活動を自ら行うことができるよう
応援しています。 

 琵琶湖博物館 ＜琵琶湖博物館＞

琵琶湖博物館では、３つの研究領域について、総合研
究、共同研究、専門研究などの研究プロジェクトを組み
合わせて研究活動を行っています。この研究活動は、博
物館の活動基盤であり、その成果は博物館の展示、交
流、情報発信活動に広く活かされています。また、琵琶
湖地域の自然、歴史、暮らしの研究・調査を総合的に進
めながら、地域人々が調査活動に参加したり、あるいは
研究活動を自ら行うことができるよう応援しています。

■研究領域 
・環境史研究領域
『「湖と人間」との関わりが、歴史的にどのように
できあがってきたのか』をテーマに研究調査を行っ
ています。
・生態系研究領域
『「湖と人間」の関わりが、今どのようになってい
るのか』をテーマに研究調査を行っています。
・博物館学研究領域
『「湖と人間」をテーマとする博物館はどうあるべ
きなのか』をテーマに研究調査を行っています。 

◆WEB　 https://www.biwahaku.jp/ 

世界の水問題への貢献　　　　　　　　　
 （公財）国際湖沼環境委員会（ILEC）

<琵琶湖保全再生課>

　 ILEC  は、
世 界 の 湖 沼 環
境 の 健 全 な 管
理 と そ の 推 進
を 目 的 と し
て 、 本 県 が 中
心 と な り 関 係
省 庁 の 協 力 を
得て昭和61年
（1986 年）
に設立された国際的な非政府機関（NGO）です。
　 国 連 環 境 計 画 な ど の 国 際 機 関 、 国 際 協 力 機 構
（JICA）などの政府機関と共同し、世界の湖沼環境保
全にかかる情報収集・提供、調査研究、研修事業、環境
教育など、国際的な活動を展開しています。開発途上国
における湖沼環境管理と健全な湖沼開発計画への支援の
ため、統合的湖沼流域管理（ILBM）研修事業などを実
施しています。 
　また、昭和59年（1984年）に県の提唱で開催さ
れ、概ね隔年で開催されている世界湖沼会議を、開催国
の団体と共催しています。

 第 17 回世界湖沼会議 ＜琵琶湖保全再生課＞　　　　　　　
　第17回世界湖沼
会議は、平成30年
（ 2 0 1 8 年 ） 1 0
月14日から19日
に茨城県にて茨城
県とILECとの共催
により開催されま
し た 。 昭 和 5 9 年
（1984年）に第1
回会議を滋賀県大津市で開催して以来、17年ぶりの日
本国内での開催となり、世界の湖沼研究者やNGO、行
政関係者等が多数参加し、世界の湖沼問題の解決に向け
て様々な議論が行われました。本県からも、多くの県民
等が参加し、琵琶湖の総合的な保全や生物多様性戦略、
侵略的外来生物対策への取組等について、各分科会セッ
ション、本県ブースにおける説明等により、本県の取組
を世界に向けて広く発信することで情報交換を行いまし
た。
　本県が提唱して始まった世界湖沼会議は引き続き世界
の湖沼環境問題解決に向けて貢献しています。

 世界水フォーラムへの参加　< 琵琶湖保全再生課 >

　世界水フォーラムは世界水会議（World Water 
Council：WWC）が主催する国際会議で、水に関わる
政策決定者、専門家等が一堂に会し、平成９年（1997
年）から３年ごとに開催されています。

　平成30年（2018年）３月にブラジル連邦共和国ブ
ラジリア連邦区において開催された第８回世界水フォー
ラムに、本県からも職員を派遣し、琵琶湖の経験から、
世界の水問題の議論の中で、湖沼環境の保全が重要な点
であることを訴え、世界中の湖沼の保全を推進していこ
うとするメッセージを発表しました。

 汚水処理分野における技術協力　＜下水道課＞

　本県では、琵琶湖の水環境保全に取り組んできた知
識・経験を生かし、海外に向けて水処理分野における技
術協力を実施しています。
　中国（湖南省）では、JICA草の根技術協力事業を
活用し、農村部における環境改善に取り組みました
（H29～R1）。
　ベトナム（クアンニン省）においては、水環境分野に
おける技術指導等を行ってきました。平成29年度には
県と省とで環境・経済分野の協力に関する覚書を締結
し、さらなる協力を進めることとしています。
　令和元年度には、技術協力を実施する新たな国の候補
地として、カンボジアと北マケドニアの現地調査を行い
ました。 

覚書の締結 現地調査（カンボジア） 

第 9 章 調査研究・技術開発
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